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米
国
に
よ
る
国
際
的
信
教
の
自
由
の
促
進
と
保
護
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健　
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順　
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横
大
道　
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は
じ
め
に

米
国
は
、国
際
的
な
信
教
の
自
由
の
促
進
と
保
護
を
重
要
な
外
交
政
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、

米
国
は
一
九
九
八
年
に
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（International Religious Freedom

 A
ct;

以
下
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
）（

（
（

を
制
定
し
た
。
ク
リ

ン
ト
ン
政
権
下
に
制
定
さ
れ
た
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
オ
バ
マ
政
権
下
の
二
〇
一
六
年
、
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
フ
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（Frank 

R. W
olf International Religious Freedom

 A
ct;

以
下
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
）

（
（
（

 

に
よ
っ
て
大
規
模
な
修
正
が
行
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
国
際
的
な
信
教
の
自
由
の
促
進
と
保
護
を
行
う
た
め
、
国
務
省
内
に
国
際
的
信
教
の
自
由
対
策
室
（O

ffice on 

International R
eligious F

reedom
;

以
下
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
と
、
超
党
派
の
独
立
委
員
会
で
あ
る
国
際
的
信
教
の
自
由
委
員
会

（U
nited States Com

m
ission on International Religious Freedom

;
以
下
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
を
設
立
し
、
世
界
各
国
の
信
教
の

自
由
を
と
り
ま
く
状
況
を
調
査
し
、
年
次
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
統
領
が
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
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る
国
家
（
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
に
よ
っ
て
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
も
追
加
さ
れ
た
）
を
指
定
し
、こ
れ
に
制
裁
を
課
す
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
米
国
に
お
け
る
宗
教
及
び
信
教
の
自
由
の
位
置
づ
け
を
理
解
す
る
上
で
、
国
際
的
信
教
の
自
由
に
関
す
る
法
制
度
上
の
仕
組
み

や
関
連
機
関
の
活
動
実
態
の
分
析
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
筆
者
ら
が
二
〇
一
九
年
九
月
に
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ（

（
（

及
び
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ（

（
（

を
訪
問
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
成
果
を
踏
ま
え
、

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
及
び
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
に
基
づ
く
、
米
国
に
よ
る
国
際
的
信
教
の
自
由
保
障
の
仕
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

Ⅰ
．
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
）
の
制
定
経
緯

１
．
反
共
産
主
義
と
国
際
的
な
人
権
保
障

国
際
的
に
信
教
の
自
由
を
促
進
・
保
護
す
る
と
い
う
米
国
の
発
想
の
起
源
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
、
共
産
主
義
体
制
の
国
家
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
対
す
る
差
別
問
題
へ
の
対
応
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
立
法
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
一
九
七
二
年
八
月
か
ら
、

ソ
連
は
自
国
領
土
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
中
心
と
し
た
人
々
の
出
国
を
阻
止
す
る
規
制
を
行
っ
て
い
た（

（
（

。
米
国
連
邦
議
会
は
、
一
九
七
四
年
に

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
バ
ニ
ク
修
正
条
項
（Jackson-V

anik am
endm

ent

）（
（
（

を
可
決
し
、ソ
連
及
び
「
非
市
場
経
済
国
家
（nonm

arket econom
y 

countries

）」
に
よ
る
規
制
法
の
網
を
緩
め
、
人
権
（
特
に
移
住
の
自
由
）
を
尊
重
さ
せ
る
た
め
に
、
一
方
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供

し
、
他
方
で
経
済
的
制
裁
の
脅
し
を
か
け
た
。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
規
制
を
行
っ
て
い
る
非
市
場
国
家
に
制
裁
を
課
し
た
。
対
象
と
な

る
の
が
、（
１
）
移
住
に
対
す
る
市
民
の
権
利
又
は
機
会
を
否
定
す
る
、（
２
）
い
か
な
る
目
的
又
は
理
由
で
あ
れ
、
移
住
又
は
ビ
ザ
並
び

に
移
住
に
必
要
な
そ
の
ほ
か
の
書
類
に
、
名
目
以
上
の
税
金
を
課
す
、（
３
）
市
民
が
選
択
し
た
国
家
へ
移
住
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
こ
と
を
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理
由
に
、
市
民
に
名
目
以
上
の
税
金
、
賦
課
金
、
罰
金
、
手
数
料
又
は
そ
の
他
の
料
金
を
課
す
、
非
市
場
経
済
国
家
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
制
裁
は
、
該
当
す
る
非
市
場
経
済
国
家
を
、
通
常
の
貿
易
関
係
、
融
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
信
用
保
証
、
投
資
保
証
の
相
手
方
と
し
て
不

適
格
と
し
、
米
国
大
統
領
は
、
直
接
又
は
間
接
を
問
わ
ず
、
大
統
領
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
判
断
し
た
日
か
ら
始
ま
る
期
間
中
、

こ
の
よ
う
な
国
家
と
商
業
契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
統
領
が
当
該
国
家
は
も
は
や
（
１
）
～

（
３
）
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
日
に
そ
の
制
裁
が
終
了
す
る
。
た
だ
し
、こ
の
よ
う
な
制
裁
を
延
期
す
る
権
限
も
大
統
領
に
与
え
ら
れ

た
。こ

の
時
に
採
用
さ
れ
た
手
法
は
、
後
の
国
際
的
な
信
教
の
自
由
の
促
進
・
保
護
の
手
法
と
内
容
的
に
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
そ
の
制
定
過
程
に
お
い
て
宗
教
団
体
の
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
点
で
も
類
似
性
を
も
つ
と
さ
れ
る（

（
（

。
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
た
め
の
米
国
の
努
力
は
、
後
に
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
可
決
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
世
界
中
で
迫
害
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
支
援
す
る
米
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
成
を
促
し
た
。

２
．
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
制
定

以
上
み
て
き
た
通
り
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
ル
ー
ツ
に
は
、
冷
戦
期
の
共
産
主
義
体
制
下
で
行
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
を
中
心
と
す
る
宗
教
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
（
特
に
移
住
の
自
由
）
保
護
が
あ
る
。
次
に
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
制
定
の
直
接
的
な
経
緯
で
あ
る
一
九
九
〇
年
代
の
政
治
的

動
き
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い（

（
（

。

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
制
定
に
は
数
多
く
の
（
宗
教
）
保
守
派
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ロ
ビ
ー
活
動
が
関
わ
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
米
国
は
、

連
邦
最
高
裁
に
よ
る
ス
ミ
ス
判
決（

（1
（

の
影
響
も
あ
り
、
信
教
の
自
由
の
尊
重
を
求
め
る
宗
教
団
体
の
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
で
行
政
予
算
管
理
局
（O

ffice of M
anagem

ent and B
udget

）
法
律
顧
問
を
務
め
た
ホ
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
（M

ichael 
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H
orow

itz

）
に
よ
る
政
治
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
承
認
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
の
宗
教
保
守
の
活
動
は
、
国
際
的
な
信
教
の
自
由
の
促
進
・
保
護
に
向
け
た
具
体
的
な
立
法
措
置
の
支
援
を
広
め

る
と
い
う
意
図
と
と
も
に
、
公
的
生
活
に
お
い
て
宗
教
が
周
辺
化
さ
れ
る
こ
と
へ
の
対
抗
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
こ
と
を
見
過
ご
す
べ
き

で
は
な
い
。
世
界
の
ど
こ
か
で
迫
害
さ
れ
て
い
る
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
―
―
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
徒
―
―
の
保
護
は
、
世
俗
化
・
宗

教
の
周
辺
化
と
い
う
社
会
的
現
象
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
逆
転
さ
せ
る
た
め
の
希
望
の
し
る
し
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
な
お
、
ホ
ロ
ウ
ィ

ッ
ツ
は
、
当
初
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
＝
バ
ニ
ク
修
正
条
項
を
モ
デ
ル
に
、
キ
リ
ス
ト
教
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
迫
害
に
関
す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
よ

う
と
し
た
が
、
す
べ
て
の
個
人
が
対
象
と
な
る
、「
信
教
の
自
由
」
に
関
す
る
一
般
的
な
言
及
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
宗
教
保
守
の
ア
ピ
ー
ル
に
同
調
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
治
エ
リ
ー
ト
も
国
際
的
な
宗
教
的
迫
害
の
問
題
に
関
心
を
も
ち
、

一
九
九
六
年
に
、下
院
の
国
際
的
活
動
及
び
人
権
小
委
員
会
（the International O

perations and H
um

an Rights Subcom
m

ittee

）

に
お
い
て
、
世
界
中
で
の
キ
リ
ス
ト
教
及
び
ユ
ダ
ヤ
教
の
迫
害
に
つ
い
て
聴
聞
会
が
開
か
れ
る
な
ど
し
た
。
そ
の
後
、
連
邦
議
会
は
キ
リ

ス
ト
教
の
迫
害（

（1
（

及
び
、イ
ラ
ン
に
お
け
る
バ
ハ
ー
イ
ー
教
（Baha'is

）
の
迫
害（

（1
（

に
関
す
る
批
難
決
議
案
を
採
択
し
た
。
そ
し
て
、一
九
九
七

年
度
の
付
帯
決
議
（statem

ent of m
anagers

）
に
お
い
て
、
国
務
省
に
対
し
て
、
世
界
中
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
迫
害
に
関
す
る
報
告
書

を
連
邦
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

こ
う
し
た
動
き
が
最
初
に
結
実
し
た
の
が
、一
九
九
七
年
五
月
二
〇
日
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
下
院
議
員
ウ
ォ
ル
フ
（Frank W

olf

）

が
提
出
し
た
、
宗
教
的
迫
害
を
行
う
国
家
に
制
裁
を
課
す
た
め
に
宗
教
的
迫
害
を
監
視
す
る
対
策
室
を
設
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法

案
（H

.R
. 1685

）
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
法
案
は
、「
ウ
ォ
ル
フ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
法
案
」
と
呼
ば
れ
、
後
に
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
と
な
る
法
案
の
最
初
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
案
は
、
信
教
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
認
定
し
た
国
家
に
対
す
る
米
国
政
府
に
よ
る
自
動
的
な

4

4

4

4

制
裁
を
規
定
し
て
い
た
た
め
、
米
国
政
府
、
宗
教
的
グ
ル
ー
プ
、
経
済
界
に
お
け
る
強
烈
な
議
論
を
喚
起
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
強
固



米国による国際的信教の自由の促進と保護

39　阪経法論 84（’21. 3）

に
反
対
し
て
い
た
。

下
院
の
国
際
関
係
委
員
会
（International Relations Com

m
ittee

）
は
、
六
ヶ
月
に
渡
る
審
議
を
経
て
、
一
九
九
八
年
に
修
正
法
案

（H
.R. 2431

）を
提
出
し
た
。
修
正
法
案
は
、「
宗
教
的
迫
害
か
ら
の
自
由
法（Freedom

 From
 Religious Persecution A

ct of 1998

）」

と
し
て
、
一
九
九
八
年
五
月
一
四
日
に
下
院
を
通
過
し
、
上
院
に
送
付
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
下
院
法
案
の
採
決
が
上
院
で
行
わ
れ
る
僅

か
前
に
、
上
院
議
員
ニ
ッ
ク
ル
ズ
（D

on N
ickles

）
が
、
重
要
な
修
正
を
施
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
法
案
―
―
「
国
際
的
信
教
の
自
由
法

（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
）」
―
―
を
上
院
に
提
出
し
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
九
日
に
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
翌
日
、
下
院
は
、
全
会
一
致
の
異
議

な
し
採
決
（voice vote

）
に
よ
り
上
院
版
の
法
案
を
可
決
し
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
七
日
に
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
署

名
し
た
。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
署
名
声
明
で
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
米
国
は
、
自
由
に
礼
拝
す
る
権
利
と
、
自
分

の
信
じ
る
よ
う
に
礼
拝
す
る
他
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
建
国
さ
れ
た
。
私
の
政
権
は
、
信
教
の
自
由
を
米
国
の
外
交
政

策
の
中
心
的
な
要
素
と
し
て
き
た
。
我
々
が
、
信
教
の
自
由
を
推
進
す
る
際
に
は
、
表
現
の
自
由
、
良
心
の
自
由
、
結
社
の
自
由
、
そ
の

他
の
人
権
も
推
進
す
る
。
こ
の
法
律
は
、
特
定
の
国
や
宗
教
的
信
仰

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
こ
の
法
律
は
、
イ

ス
ラ
ム
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
道
教
、
そ
の
他
の
信
仰
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
背
景
を
持
つ
人
々
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

信
教
の
自
由
を
促
進
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
に
役
立
つ
だ
ろ
う
」、
と
（
強
調
点
筆
者
）（

（1
（

。
こ
こ
で
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
権
利
で
は

な
く
、
信
教
の
自
由
の
促
進
・
保
障
を
行
う
と
述
べ
て
い
る
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
み
る
よ
う
に
、

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
権
利
を
保
護
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
批
判
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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Ⅱ
．
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
）
の
仕
組
み

１
．
基
本
的
仕
組
み

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
第
一
条
～
第
三
条
で
一
般
的
な
方
針
や
定
義
を
規
定
し
、
第
一
章
で
国
務
省
の
活
動
に
つ
い
て
、
第
二
章
で
国
際
的
信

教
の
自
由
委
員
会
の
設
立
と
任
務
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
国
家
安
全
保
障
会
議
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
、
第
四
章
で
大
統
領
行
動
に
つ
い

て
、
第
五
章
で
信
教
の
自
由
の
促
進
に
つ
い
て
、
第
六
章
で
難
民
・
亡
命
者
・
領
事
館
の
問
題
に
つ
い
て
、
規
定
す
る
（
資
料
①
参
照
：

同
誌
掲
載
の
「
資
料
編
」
に
記
載
し
た
資
料
を
指
す
。
以
下
同
じ
）。

第
二
条
（
ｂ
）
が
示
す
、
米
国
が
従
う
べ
き
五
つ
の
方
針
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
Ａ
）
信
教
の
自
由
の
侵
害
を
非
難
し
、
信
教
の
自
由

を
促
進
す
る
こ
と
、（
Ｂ
）
一
九
六
一
年
対
外
援
助
法
（F

oreign A
ssistance A

ct of 1961

）、
一
九
七
七
年
国
際
金
融
機
関
法

（International Financial Institution A
ct of 1977

）
及
び
こ
の
他
の
米
国
に
よ
る
人
権
政
策
に
基
づ
き
、
信
教
の
自
由
の
重
大
な
侵

害
者
で
は
な
い
国
を
援
助
す
る
た
め
に
資
金
を
配
分
す
る
こ
と
、（
Ｃ
）
信
教
の
自
由
に
対
す
る
揺
る
ぎ
な
い
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と

最
も
効
果
的
で
原
理
的
な
対
応
を
求
め
る
米
国
の
願
望
を
反
映
し
つ
つ
、
様
々
な
迫
害
体
制
に
よ
る
信
教
の
自
由
の
侵
害
の
範
囲
と
、
米

国
と
各
国
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
、「
精
力
的
か
つ
柔
軟
」
な
措
置
を
行
う
こ
と
、（
Ｄ
）
他
国
と
の
協
力
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
こ
と
、

（
Ｅ
）信
教
の
自
由
の
促
進
の
た
め
に
米
国
の
外
交
で
利
用
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
手
段
を
利
用
す
る
こ
と
、で
あ
る
。
な
お
、Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ

は
、「
国
際
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
信
教
の
自
由
の
保
障
」
を
目
的
と
す
る
た
め
、
第
二
条
（
ａ
）
で
は
、
信
教
の
自
由
侵
害
の
判
断
基
準

は
、
米
国
法
の
物
差
し
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
世
界
人
権
宣
言
及
び
国
際
人
権
規
約
等
の
国
際
基
準
に
基
づ
く
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
基
づ
き
米
国
が
国
際
的
に
信
教
の
自
由
を
促
進
す
る
基
本
的
な
フ
ロ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
①
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
組
織
に
よ
り
、
諸
外
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
侵
害
の
性
質
及
び
程
度
に
つ
い
て
の
調
査
及
び
報
告
が
行
わ
れ
る
。
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Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
国
務
省
内
に
、
国
際
的
信
教
の
自
由
担
当
大
使
（A

m
bassador at Large for International Religious Freedom

;
以
下
単
に
「
担
当
大
使
」
と
す
る
）
及
び
担
当
大
使
が
統
括
す
る
国
際
的
信
教
自
由
対
策
室
（
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
を
創
設
す
る
と
と
も
に
（
第

一
〇
一
条
）、
超
党
派
の
独
立
委
員
会
と
し
て
、
国
際
的
信
教
の
自
由
委
員
会
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
を
創
設
し
た
（
第
二
〇
一
条
）。
主
に

Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
に
よ
っ
て
、
諸
外
国
内
で
の
信
教
の
自
由
侵
害
に
つ
い
て
調
査
・
報
告
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ

Ａ
で
は
、国
家
安
全
保
障
会
議
（N

ational Security Council

）
内
に
国
際
的
信
教
の
自
由
顧
問
（Special A

dviser on International 

Religious Freedom

）
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
議
会
の
認
識
（the sense of the Congress

）
で
あ
る
、
と
さ
れ
（
第
三
〇
一

条
）、
こ
の
設
置
が
推
奨
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
担
当
大
使
に
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
協
力
し
て
、
信
教
の
自
由
に
関
わ
る
（
外
交
政
策
上

の
）
問
題
に
つ
い
て
大
統
領
に
助
言
す
る
役
割
も
与
え
ら
れ
て
い
る
（
第
一
〇
一
条
（
ｃ
）（
2
））。

次
に
、
②
「
信
教
の
自
由
に
対
す
る
組
織
的
継
続
的
で
甚
だ
し
い
侵
害
」
に
外
国
政
府
が
関
与
又
は
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
場
合
に
、

侵
害
の
程
度
に
応
じ
た
制
裁
行
動
を
大
統
領
が
決
定
す
る
。
ま
た
、
③
「
と
り
わ
け
深
刻
な
信
教
の
自
由
侵
害
」
に
対
し
て
外
国
政
府
の

行
動
が
そ
の
深
刻
化
に
関
与
又
は
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
場
合
、
大
統
領
は
当
該
国
家
を
「
懸
案
国
（C

ountry of Particular 

Concern
;

以
下 

Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
）」
に
指
定
す
る
。

以
下
で
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
組
織
的
基
礎
と
業
務
内
容
及
び
大
統
領
行
動
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

２
．
国
務
省
―
―
国
際
的
信
教
の
自
由
対
策
室
（
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
の
組
織
と
機
能

（
１
）
組
織

Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
、
国
務
省
内
の
機
能
的
部
署
（function office

）
の
一
つ
で
あ
り
、
民
主
主
義
・
人
権
・
労
働
局
の
内
に
設
置
さ
れ
、
市

民
安
全
・
民
主
主
義
及
び
人
権
担
当
次
官
（U

nder Secretary for Civilian Security, D
em

ocracy, and H
um

an Rights

）
の
下
に
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置
か
れ
る
組
織
で
、
担
当
大
使
が
統
括
す
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
は
他
部
署
か
ら
の
臨
時
増
員
一
〇
名
を
含
め
て
、
二
〇
一
九
年
九

月
時
点
で
四
三
名
で
あ
る（

（1
（

。
ス
タ
ッ
フ
の
内
訳
は
、
政
務
担
当
官
（policy officer

）
や
東
ア
ジ
ア
等
特
定
の
地
域
担
当
等
で
組
織
さ
れ

て
お
り
、
採
用
方
法
は
国
務
省
で
一
括
採
用
さ
れ
る
事
務
官
や
、
地
域
の
専
門
的
知
見
を
有
す
る
専
門
職
等
に
よ
り
異
な
る
。
い
ず
れ
の

ス
タ
ッ
フ
も
一
定
の
適
格
性
審
査
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
）
を
パ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（1
（

。

（
２
）
具
体
的
業
務

Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
主
要
な
業
務
は
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
の
状
況
を
監
視
し
、
こ
れ
を
記
述
し
た
『
国
際
的
信
教

の
自
由
年
次
報
告
書
』（
以
下
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
）
の
作
成
で
あ
る
。
こ
の
年
次
報
告
書
は
毎
年
五
月
一
日
（
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ

制
定
前
は
九
月
一
日
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
に
は
、
次
の
六
つ
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
第
一
〇
二
条
）。

第
一
に
、
諸
外
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
の
状
況
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
近
年
の
信
教
の
自
由
の
保
護
、
信
教
の
自
由
保

護
に
関
す
る
改
善
・
悪
化
傾
向
、 

信
教
の
自
由
侵
害
に
外
国
政
府
が
関
与
又
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
か
、
特
に
深
刻
な
信
教
の
自
由
侵

害
に
外
国
政
府
が
関
与
又
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
か
、
等
が
含
ま
れ
る
。
第
二
に
、
諸
外
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
の
侵
害
の
性
質
と

程
度
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
あ
る
宗
教
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
他
の
宗
教
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
迫
害
、
政
府
あ
る
い
は
政
府
関
係

者
に
よ
る
宗
教
的
迫
害
、
諸
個
人
・
諸
宗
派
・
宗
教
そ
の
も
の
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
迫
害
、
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
政
府
方
針
の
存

在
、
等
が
含
ま
れ
る
。
第
三
に
、
信
教
の
自
由
侵
害
に
関
与
又
は
容
認
し
て
い
る
諸
外
国
内
で
の
米
国
の
行
動
及
び
政
策
に
つ
い
て
、
で

あ
る
。
第
四
に
、
本
法
律
に
基
づ
き
、
外
国
政
府
と
米
国
の
間
で
結
ば
れ
た
拘
束
力
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
国
際
協
定
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。

第
五
に
、
米
国
政
府
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
六
に
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ
マ
リ
ー
の
作
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成
で
あ
る
。
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ
マ
リ
ー
に
は
、
米
国
が
積
極
的
に
信
教
の
自
由
を
促
進
し
て
い
る
諸
外
国
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
指
定
さ
れ
た

国
、
国
際
的
な
信
教
の
自
由
を
促
進
す
る
た
め
に
米
国
の
と
っ
た
行
動
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
状
況
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
国
、
米
国

の
採
用
し
た
行
動
を
含
め
改
善
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
分
析
等
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
年
次
報
告
書
及
び
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
サ
マ
リ
ー
の
内
容
が
米
国
の
国
家
安
全
保
障
又
は
個
人
の
安
全
に
か
か
わ
る
場
合
、
当
該
内
容
を
機
密
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。

こ
の
ほ
か
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
国
務
長
官
に
対
し
て
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
設
立
（
第
一
〇
三
条
）、
米
国
の

外
交
官
に
対
す
る
信
教
の
自
由
に
関
す
る
研
修
の
実
施
（
第
一
〇
四
条
）
等
の
任
務
を
規
定
し
て
い
る
。

３
．
国
際
的
信
教
の
自
由
委
員
会
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）

（
１
）
組
織

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
独
立
委
員
会
で
、
大
統
領
・
上
院
・
下
院
か
ら
各
三
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
計
九

名
の
委
員
か
ら
成
る
超
党
派
の
組
織
で
あ
る
。
委
員
の
任
期
は
二
年
で
一
度
の
み
再
任
さ
れ
る
。
委
員
は
無
償
で
活
動
す
る
。
そ
の
下
に

置
か
れ
る
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
時
点
で
二
〇
名
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
ポ
ス
ト
数
で
、
各
地
域
の
専
門
家
の
ほ
か
、

国
際
法
、
広
報
等
に
つ
い
て
の
専
門
性
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
適
宜
募
集
・
採
用
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
二
〇
一
八
年
度
の
年
間

予
算
は
三
五
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
な
お
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
時
限
的
な
活
動
（
当
初
四
年
間
）
が
想
定
さ
れ
て
い
た
機
関
で
あ
る
が
、

今
日
ま
で
そ
の
活
動
期
間
が
再
認
可
（reauthorize

）
さ
れ
続
け
て
い
る
。

（
２
）
具
体
的
業
務

主
要
な
業
務
は
、
国
際
的
な
信
教
の
自
由
の
侵
害
を
監
視
し
、
年
次
報
告
書
（
以
下
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
）
を
発
行
す
る
こ
と
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で
あ
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
も
五
月
一
日
付
で
発
行
さ
れ
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
で
は
、
政
府
の
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
施
行
状

況
に
つ
い
て
評
価
し
、「
信
教
の
自
由
に
対
す
る
組
織
的
・
継
続
的
そ
し
て
甚
だ
し
い
侵
害
」
に
関
与
又
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
国
家
に

つ
い
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
指
定
す
る
よ
う
大
統
領
に
勧
告
す
る
。
年
次
報
告
書
作
成
に
あ
た
り
、
政
府
関
係
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
や
宗
教
指

導
者
、
宗
教
迫
害
の
被
害
者
の
ほ
か
、
信
教
の
自
由
促
進
に
関
係
す
る
人
々
と
会
合
を
行
な
っ
て
お
り
、
国
連
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
安
全
保
障

協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）、
Ｅ
Ｕ
、
宗
教
・
信
仰
の
自
由
の
た
め
の
国
際
議
員
パ
ネ
ル
（International Panel of Parliam

entarians for 

Freedom
 of Religion or Belief

）
と
い
っ
た
多
国
間
枠
組
み
と
の
会
合
も
行
っ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
年
次
報
告
書
作
成
以
外
に
も
、
報
道

発
表
資
料
、
論
文
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信
も
適
宜
行
っ
て
い
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
は
、
国
務
省
の
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
と
異
な
り
、
調
査
対
象
は
す
べ
て
の
国
で
は
な
く
、
侵
害
の
懸
念

が
あ
る
お
よ
そ
三
〇
ヵ
国
家
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
に
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
異
な
り
信
教
の
自
由
侵
害
を
広
く
認
定

し
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
へ
の
指
定
勧
告
も
強
く
行
う
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
時
点
で
、
大
統
領
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
九
ヵ
国
（
資
料
④
参
照
）
だ
が
、
二
〇
二
〇
年
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
イ
ン
ド
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
シ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
も
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
し
て
指
定
す
べ
き
だ
と
勧
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
独
自
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
し
て
、“T

ier2

”
を
リ
ス
ト
化
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、「
組
織
的
・
継
続
的
そ
し
て

甚
だ
し
い
侵
害
」
と
い
う
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
基
準
の
少
な
く
と
も
一
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
過
酷
な
侵
害
に
関
与
又
は
こ
れ
を
容

認
す
る
国
家
を
指
す
。
二
〇
一
九
年
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
で
は
一
二
ヵ
国
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
バ
ー

レ
ー
ン
、
キ
ュ
ー
バ
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ
ク
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ト
ル
コ
）
が

T
ier2

と
し
て
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
二
〇
年
の
年
次
報
告
書
で
はT

ier2

は
後
述
す
る
特
引
監
視
リ
ス
ト
へ
と
移
行
し
て
い

る
。
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（
３
）
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
位
置
づ
け

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
他
国
の
信
教
の
自
由
を
め
ぐ
る
状
況
を
調
査
す
る
た
め
に
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
い
う
二
つ
の

異
な
る
機
関
を
設
け
て
い
る
。
こ
こ
で
、
二
つ
の
機
関
の
性
格
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。

以
上
み
て
き
た
通
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
積
極
的
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
を
行
う
べ
き
だ
と
勧
告
し
て
お
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
に
よ
る
勧
告

と
実
際
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
の
差
異
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
現
在
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
は
、
あ
ま
り
に
少
な
す
ぎ
、

米
国
外
交
上
の
戦
略
が
反
映
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る（

（2
（

。
国
務
省
内
に
設
置
さ
れ
た
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
短
期
的
な
政
策
的
計
算
を
考

慮
に
入
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
政
権
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
て
国
際
的
な
信
教
の
自
由
の
促
進
・
保
護
及
び
米

国
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
国
際
政
治
学
者
の
ヘ
ル
ツ
ケ
（A

llen H
ertzke

）

は
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
を
信
教
の
自
由
に
対
す
る
「
真
の
番
犬
（true w

atchdog

）」
と
評
し
て
い
る（

（2
（

。
も
っ
と
も
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
見
解

に
大
統
領
が
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
に
関
し
、
大
統
領
に
対
し
て
、「
委
員
会
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
レ
ポ

ー
ト
及
び
勧
告
を
考
慮
す
る
こ
と
」
を
要
求
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
第
四
〇
二
条
）。

ヘ
ル
ツ
ケ
に
よ
れ
ば
、「
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
、
自
由
に
米
国
の
外
交
政
策
を
批
判
す
る
一
方
で
、
実
際
に
は
国
務
省
と
密
接
に
関
連
し
て

お
り
、〔
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
〕
委
員
は
〔
国
務
省
と
〕
時
々
緊
張
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
健
全
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
が
国

際
的
な
信
教
の
自
由
の
監
視
機
関
と
し
て
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
機
関
を
設
け
た
こ
と
で
、
監
視
体
制
と

し
て
は
健
全
な
も
の
が
築
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う（

（2
（

。

４
．
大
統
領

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
の
指
定
及
び
制
裁
行
動
を
大
統
領
の
責
務
と
し
て
い
る
が
、
一
九
九
九
年
に
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
こ
の
責
任
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を
国
務
長
官
に
委
任
し
た（

（2
（

。
従
っ
て
、
実
際
に
は
国
務
長
官
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
及
び
制
裁
行
動
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

大
統
領
に
よ
る
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
の
基
準
は
以
下
を
含
む
、
組
織
的
・
継
続
的
で
甚
だ
し
い
信
教
の
自
由
侵
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
基
準
と
は
、
宗
教
を
理
由
と
す
る
、（
Ａ
）
拷
問
、
残
酷
な
又
は
非
人
道
的
・
侮
辱
的
な
取
扱
い
及
び
刑
罰
、（
Ｂ
）
理
由
の
な

い
長
期
の
拘
留
、（
Ｃ
）
誘
拐
又
は
秘
密
拘
禁
に
よ
る
失
踪
、（
Ｄ
）
そ
の
他
、
法
に
基
づ
か
な
い
人
の
生
命
・
自
由
・
安
全
に
対
す
る
権

利
の
否
定
、
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
第
一
〇
二
条
（
13
））。

ま
た
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
外
国
政
府
が
信
教
の
自
由
侵
害
に
関
与
又
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
場
合
、
大
統
領
に
何
ら
か
の
行
動
を
と
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、「
信
教
の
自
由
侵
害
の
性
質
と
深
刻
さ
に
応
じ
て
」
い
く
つ
か
の
行
動
を
規
定
す
る
（
第
四
〇
一

条
）。
こ
の
大
統
領
行
動
は
大
別
す
る
と
、
①
制
裁
行
動
、
②
侵
害
の
程
度
に
応
じ
た
行
動
、
③
拘
束
力
の
あ
る
二
ヵ
国
間
協
定
の
締
結
、

④
制
裁
行
動
の
延
期
、
に
区
別
で
き
る
。
①
制
裁
行
動
と
し
て
は
、
比
較
的
ソ
フ
ト
な
外
交
措
置
か
ら
、
学
術
交
流
、
文
化
交
流
の
延
期

な
い
し
中
止
、
安
全
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
打
ち
切
り
等
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
一
五
種
類
の
制
裁
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
四
〇
二

条
）。
た
だ
し
、
実
務
上
、
二
〇
〇
五
年
の
エ
リ
ト
リ
ア
に
対
す
る
行
動
を
除
き
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
の
み
基
づ
く
制
裁
が
課
さ
れ
た
こ
と
は
な

く
、
他
の
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
制
裁
を
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
よ
っ
て
も
正
当
化
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る（

（2
（

（
資
料
④
参
照
）。

な
お
、外
交
交
渉
に
よ
っ
て
、信
教
の
自
由
侵
害
の
程
度
が
改
善
し
た
例
と
し
て
は
ベ
ト
ナ
ム
が
あ
る
。
④
制
裁
行
動
の
延
期
は
、❶
「
Ｉ

Ｒ
Ｆ
Ａ
の
目
的
を
促
進
す
る
た
め
」（
制
裁
行
動
を
と
る
こ
と
で
状
況
が
悪
化
す
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
等
）、
❷
「
合
衆
国
の
重
要
な
国

家
利
益
」
の
た
め
に
実
施
可
能
で
あ
る
（
第
四
〇
五
条
）。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
署
名
す
る
際
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
が
大
統
領
行

動
の
延
期
を
規
定
す
る
柔
軟
性
を
評
価
し
て
い
た
が（

（2
（

、
こ
の
柔
軟
性
は
学
説
か
ら
は
恣
意
性
と
捉
え
ら
れ
批
判
さ
れ
る
要
素
と
も
な
っ
て

い
る
（
後
述
）。

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
最
終
的
な
目
的
は
、
制
裁
を
加
え
る
こ
と
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
諸
外
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
を
止
め
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さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
侵
害
の
停
止
・
防
止
等
を
約
束
さ
せ
る
協
定
の
締

結
等
が
優
先
さ
せ
る
。

Ⅲ
．
二
〇
一
六
年
の
修
正
：
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
フ
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
）

１
．
修
正
法
案
の
制
定
過
程

（
１
）
概
要

一
九
九
八
年
に
制
定
さ
れ
た
後
、
二
〇
一
六
年
ま
で
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
抜
本
的
な
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
抜

本
的
改
正
は
、
二
〇
一
六
年
に
、
オ
バ
マ
大
統
領
在
任
中
最
後
の
法
案
の
一
つ
と
し
て
成
立
し
た
。
主
な
変
更
点
は
、
①
信
教
の
自
由
を

侵
害
す
る
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
を
懸
案
組
織
（Entity of Particular Concern;

以
下
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
）
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
、
②
Ｃ
Ｐ

Ｃ
ｓ
未
満
の
信
教
の
自
由
侵
害
国
家
を
リ
ス
ト
化
す
る
こ
と
、
③
外
交
官
を
中
心
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
善
す
る
こ

と
等
で
あ
る
（
資
料
②
参
照
）。
以
下
で
は
、
こ
の
改
正
法
案
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
主
要
な
変
更
点
に
つ
い
て
紹
介

す
る（

（2
（

。
二
〇
一
五
年
二
月
に
、
下
院
議
員
の
ス
ミ
ス
（C

hris Sm
ith

）
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
抜
本
的
な
改
正
法
案
―
―
下
院
決
議
案1150

（H
. 

R. 1150

）;

「
二
〇
一
五
年
の
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
フ
国
際
的
信
教
の
自
由
法
」
：
以
下
、も
と
も
と
の
改
正
法
案
を
指
す
場
合
、「
二
〇
一
五

年
改
正
法
案
」
と
い
い
、
二
〇
一
六
年
に
可
決
さ
れ
オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
改
正
法
を
指
す
場
合
は
「
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ

ｔ
」
と
表
記
す
る
―
―
を
提
案
し
た((3

(

。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
信
教
の
自
由
の
「
促
進
を
実
行
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
ツ

ー
ル
、
研
修
、
資
源
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
…
…
二
一
世
紀
の
新
た
な
挑
戦
に
適
合
す
る
よ
う
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
さ
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れ
る
必
要
が
あ
る((3

(

。
二
〇
一
五
年
改
正
法
案
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
を
全
体
的
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
主
に
次
の
五

点
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
❶
関
連
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
の
強
化
、❷
担
当
大
使
の
権
限
強
化
、❸
特
別
監
視
リ
ス
ト
（Special W

atch List;
以
下
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
―
―
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、信
教
の
自
由
に
つ
い
て
懸
念
の
あ
る
国
家
の
リ
ス
ト
―
―
の
創
設
、❹
二
〇
二
一

年
ま
で
の
活
動
期
限
延
長
を
含
む
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
権
限
強
化
、
❺
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
信
教
の
自
由
侵
害
に
対
す
る
指
定
・
対

処
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
拡
張
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て
、
ス
ミ
ス
は
、
信
教
の
自
由
の
不
在
と
、
宗
教
に
動
機
づ
け

ら
れ
た
紛
争
・
暴
力
的
な
過
激
主
義
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
―
―
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
は
米
国
に
届
き
う
る
も
の
も
含
ま
れ
る
―
―
の
レ
ベ
ル
が
増
す

こ
と
の
関
連
性
を
証
明
す
る
証
拠
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る((3

(

。

こ
の
二
〇
一
五
年
改
正
法
案
は
、
上
下
両
院
で
の
大
幅
修
正
を
経
て
可
決
さ
れ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
❸
と
❺
に
つ
い
て
は
、
後
述
す

る
こ
と
に
し
、
そ
の
他
の
点
の
経
緯
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

（
２
）
関
連
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
の
強
化

一
九
九
八
年
の
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
国
務
省
に
外
交
官
に
対
す
る
基
本
的
な
研
修
の
一
部
を
確
立
す
る
こ
と
、
研
修
に
国
際
的
に
認
識
さ
れ

た
人
権
分
野
を
導
入
す
る
こ
と
、を
要
求
し
て
い
る
（
第
一
〇
四
条
）。
ま
た
、「
人
権
に
関
す
る
国
際
的
文
書
及
び
米
国
の
政
策
」
と
「
国

際
的
に
承
認
さ
れ
た
信
教
の
自
由
、
異
な
る
宗
教
の
性
質
・
活
動
・
信
念
、
信
教
の
自
由
侵
害
の
様
々
な
側
面
と
兆
候
」
に
つ
い
て
の
教

育
を
研
修
に
含
む
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
（
同
条
）。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
が
義
務
的
な
研
修
と
し
た
の
は
、「
人
権
に
関
す
る
報
告
に
責

任
を
持
つ
か
、
人
権
に
関
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
責
任
者
」
で
あ
る
外
交
官
に
対
し
て
「
人
権
に
関
す
る
国
際
的
文
書
及
び
米
国
の
政
策
」

に
関
す
る
教
育
を
お
こ
な
う
こ
と
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
は
十
分
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、「
過
去
十
二
年
間
そ
の
研
修
は
場
当
た
り
的

で
、
一
貫
性
が
な
く
、
効
果
的
で
な
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
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【
注
】

（
１
）（
３
）
2

こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
一
五
年
改
正
法
案
は
、
以
下
の
要
素
を
カ
バ
ー
す
る
信
教
の
自
由
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
義
務
的
な
研
修

と
し
た
。
そ
れ
は
、（
ａ
）
国
際
的
信
教
の
自
由
の
範
囲
と
戦
略
的
価
値
、（
ｂ
）
国
際
的
信
教
の
自
由
の
侵
害
が
ど
の
よ
う
に
し
て
米
国

の
基
本
的
利
益
を
害
す
る
か
、（
ｃ
）
国
際
的
信
教
の
自
由
の
達
成
が
ど
の
よ
う
に
し
て
米
国
の
利
益
を
促
進
す
る
か
、（
ｄ
）
米
国
の
外

交
官
及
び
他
国
の
外
交
官
が
国
際
的
信
教
の
自
由
に
関
す
る
政
策
を
ど
の
よ
う
に
し
て
実
践
し
て
い
く
べ
き
か
、（
ｅ
）
国
際
的
な
信
教
の

自
由
と
米
国
の
防
衛
・
外
交
・
開
発
と
暴
力
的
過
激
主
義
と
闘
う
た
め
の
公
的
取
組
み
と
の
関
連
性
及
び
関
係
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
ま

た
、
改
正
法
案
制
定
後
一
年
以
内
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
全
外
交
官
に
研
修
を
受
け
る
義
務
を
課
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
研
修
を
米
軍
（U

nited States A
rm

ed Forces

）
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
関
等
と
共
有
す
る
こ
と
も
要
求
し
た
。

研
修
に
つ
い
て
は
、
下
院
で
大
き
な
修
正
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
米
軍
等
と
の
共
有
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
る
に
留
ま
っ
た
。

こ
の
共
有
に
関
す
る
規
定
は
、
上
院
で
の
修
正
の
際
に
復
活
し
た
。
ま
た
、
上
院
で
の
修
正
で
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
提
供
主
体
が
国

務
省
か
ら
担
当
大
使
（
ジ
ョ
ー
ジ
・P

・
シ
ュ
ル
ツ
国
立
外
務
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
と
協
力
す
る
）
に
変
更
さ
れ
た
（
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ

第
一
〇
三
条
）。

（
３
）
担
当
大
使
及
び
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
権
限
強
化

一
九
九
八
年
の
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、
担
当
大
使
を
「
大
統
領
及
び
国
務
長
官
の
主
要
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
想
定
し
て
い
る
が
、
国
務

省
は
、
実
際
に
は
、
前
述
の
通
り
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ 

を
民
主
主
義
・
人
権
・
労
働
局
（
国
務
次
官
補
が
長
を
務
め
る
）
内
に
置
き
、
民
間
安
全

保
障
・
民
主
主
義
・
人
権
担
当
次
官
の
監
督
下
に
置
い
て
い
た
。
こ
の
組
織
構
造
の
た
め
、
担
当
大
使
が
直
接
国
務
長
官
に
報
告
す
る
こ

と
が
妨
げ
ら
れ
て
い
た
。

二
〇
一
五
年
改
正
法
案
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
を
民
主
主
義
・
人
権
・
労
働
局
内
に
置
く
こ
と
を
改
め
、
国
務
省
内
の
独
立
し
た
部
局
と
し
、
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ま
た
、
担
当
大
使
が
直
接
国
務
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
、
下
院
で
修
正
さ
れ
、

組
織
的
位
置
づ
け
の
変
更
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
担
当
大
使
に
よ
る
国
務
長
官
へ
の
直
接
報
告
の
仕
組
み
は
実
現
さ
れ
た
（
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
第
一
〇
一
条
（
ａ
）（
1
））。

（
４
）
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
権
限
強
化

二
〇
一
五
年
改
正
法
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
権
限
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。
ま
ず
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
を
二
〇
二
一
年
ま
で
継
続
さ
せ
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
次
に
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
に
よ
る
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
の
勧
告
を
大
統
領
が
無
視
す
る
場
合
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
下
院
の
修
正
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
新
た
な
任
務
と
し
て
、
宗
教
的
活
動
又
は
信
教
の
自
由
の
擁
護
（advocacy

）
に
よ
っ
て
危
害
―
―
投
獄
・

拘
留
・
失
踪
等
―
―
を
加
え
ら
れ
た
被
害
者
リ
ス
ト
（V

ictim
s List

）
を
作
成
し
、
定
期
的
に
更
新
す
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
（
Ｗ
ｏ
ｌ

ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
第
一
〇
四
条
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
下
院
・
上
院
で
も
維
持
さ
れ
た
。

（
５
）
そ
の
他

下
院
に
よ
る
修
正
の
中
で
、
興
味
深
い
も
の
と
し
て
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
よ
っ
て
保
護
す
る
権
利
に
、「
有
神
論
的
及
び
非
有
神
論
的
（non-

theistic

）
信
仰
と
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
告
白
又
は
実
践
を
し
な
い
こ
と
」
を
含
む
と
明
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
第

二
条
（
ａ
）（
1
））。
こ
の
点
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、宗
教
及
び
信
条
の
自
由
の
範
囲
に
関
す
る
国
際
的
な
理
解
と
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
が

よ
り
近
づ
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

ま
た
、
下
院
で
削
除
さ
れ
た
が
、
国
家
安
全
保
障
会
議
内
に
、
国
際
的
信
教
の
自
由
に
関
す
る
特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
常
設
し
、
国
際
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的
信
教
の
自
由
を
扱
う
二
つ
の
委
員
会
を
設
置
す
る
提
案
も
な
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
、
下
院
で
削
除
さ
れ
た
提
案
と
し
て
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ

Ｆ
年
次
報
告
書
提
出
後
九
〇
日
以
内
に
大
統
領
が
信
教
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
国
家
に
対
し
て
交
渉
等
を
行
う
こ
と
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
指

定
し
た
後
の
制
裁
行
動
の
延
期
を
最
大
一
八
〇
日
と
す
る
こ
と
等
が
あ
る
。
こ
の
点
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
第
三
〇
四
条
は
、制
裁
行
動
の
延

期
を
最
大
一
八
〇
日
と
規
定
し
な
が
ら
も
、一
八
〇
日
以
上
の
無
制
限
の
追
加
的
延
期
権
限
も
大
統
領
に
付
与
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
特
別
監
視
リ
ス
ト
（
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
の
作
成

二
〇
一
五
年
改
正
法
案
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
の
基
準
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
懸
念
の
あ
る
国
家
・
暴
力
的
な

非
国
家
ア
ク
タ
ー
（violent nonstate actors

;

以
下
Ｎ
Ｓ
Ａ
ｓ
）
―
―
Ｎ
Ｓ
Ａ
ｓ
の
定
義
等
に
つ
い
て
は
後
述
―
―
を
リ
ス
ト
化
す

る
、
特
別
監
視
リ
ス
ト
（
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
の
導
入
も
提
案
し
た
。
二
〇
一
五
年
改
正
法
案
に
お
け
る
Ｓ
Ｗ
Ｌ
は
、
特
定
の
条
件
を
満
た
す
と
自

動
的
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
指
定
さ
れ
る
仕
組
み
を
備
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
二
年
連
続
で
Ｓ
Ｗ
Ｌ
に
記
載
さ
れ
る
か
、
通
算
で
四
回
以
上
Ｓ
Ｗ

Ｌ
に
記
載
さ
れ
る
か
、
か
つ
て
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
指
定
さ
れ
た
国
家
が
一
回
以
上
Ｓ
Ｗ
Ｌ
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
自

動
的
な
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
に
つ
き
、
大
統
領
に
延
期
権
限
を
認
め
る
も
の
の
、
そ
の
権
限
行
使
を
二
年
間
に
限
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
下
院
の
修
正
に
よ
っ
て
、
①
Ｓ
Ｗ
Ｌ
に
Ｎ
Ｓ
Ａ
ｓ
を
含
む
こ
と
が
削
除
さ
れ
、
②
自
動
的
な
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
に
つ
い
て
は
、

二
年
連
続
で
Ｓ
Ｗ
Ｌ
に
記
載
さ
れ
た
場
合
以
外
の
基
準
が
削
除
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
上
院
で
の
修
正
に
よ
っ
て
、
二
年
連
続
で
Ｓ
Ｗ
Ｌ
に

記
載
さ
れ
た
場
合
に
自
動
的
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
指
定
さ
れ
る
仕
組
み
も
削
除
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｌ
か
ら
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
へ
の
自
動
的
な
指

定
の
仕
組
み
は
完
全
に
な
く
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
一
九
年
時
点
で
、
国
務
省
が
Ｓ
Ｗ
Ｌ
と
し
て
リ
ス
ト
化
し
て
い
る
の
は
、
コ
モ
ロ
、
キ
ュ
ー
バ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
七
ヵ
国
で
あ
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
二
〇
二
〇
年
の
年
次
報
告
書
で
、
こ
れ
に
加



論 説

阪経法論 84（’21. 3）　52

え
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ラ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ト
ル
コ
を
Ｓ
Ｗ
Ｌ
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
て
い
る
。

３
．
懸
案
組
織
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
）
の
指
定

二
〇
一
五
年
改
正
法
案
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
ｓ
に
よ
る
信
教
の
自
由
の
侵
害
及
び
そ
の
容
認
を
調
査
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
、

二
〇
一
五
年
改
正
法
案
に
よ
る
最
も
重
大
な
政
策
変
更
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
当
時
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
ｓ
と
し
て
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
や
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
等
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。
二
〇
一
五
年
改
正
法
案
は
、
大
統
領
行
動
も
含
め
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
ｓ
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
同
じ
枠
組
み
を
適

用
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
ｓ
の
定
義
が
問
題
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
ｓ
の
該
当
基
準
に
つ
い
て
は
、
下
院
・
上
院
で
の
修
正
を
経
て
、

（
ａ
）
強
力
な
政
治
的
権
力
及
び
領
域
支
配
権
を
行
使
し
て
お
り
、（
ｂ
）
主
権
を
持
つ
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
外
に
あ
り
、（
ｃ
）
組
織

の
目
標
を
追
求
す
る
た
め
に
し
ば
し
ば
暴
力
を
行
使
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と
、
と
さ
れ
た
（
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
第
三
条
（
11
）（

（3
（

）。
ま
た
、

下
院
で
の
修
正
に
よ
っ
て
、
非
国
家
ア
ク
タ
ー
に
対
し
て
大
統
領
行
動
を
行
う
に
は
、
非
国
家
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
「
と
り
わ
け
深
刻
な
信

教
の
自
由
侵
害
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
信
教
の
自
由
侵
害
に
関
す
る
「
懸
案
組
織
（E

ntity of 

Particular Concern
;

以
下
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
）」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
の
指
定
と
同
程
度
の
基
準（

（3
（

が
要
求
さ
れ
る
。
な
お
、Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
対
す
る
制
裁
行
動
は
既
に
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
行
動
の
中
か
ら
選
択
さ
れ
る（
Ｗ

ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
第
三
〇
一
条
）。

こ
の
点
、
国
家
を
対
象
と
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
に
関
す
る
調
査
と
は
異
な
り
、
非
国
家
ア
ク
タ
ー
を
対
象
と
す
る
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
に
関

す
る
調
査
は
困
難
で
あ
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
で
は
、
団
体
に
直
接
接
触
す
る
こ
と
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
の
限
界
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
た
と
こ
ろ
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
か
ら
情
報
を
得
た
り
し
て
い
る
。二
〇
一
九
年
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
は
、
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Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
、
ア
ル
・
シ
ャ
バ
ブ
、
イ
エ
メ
ン
の
フ
ー
シ
、
タ
ハ
リ
ー
ル
・
ア
ル
＝
シ
ャ
ー
ム
を
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ

指
定
す
べ
き
と
し
て
勧
告
し
た
。
国
務
省
は
、
二
〇
一
九
年
に
、
ア
ル
＝
ヌ
ス
ラ
戦
線
（A

l-N
usra Front

）、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ル
カ

イ
ダ
、
ア
ル
カ
イ
ダ
、
ア
ル
・
シ
ャ
バ
ブ
、
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
、
フ
ー
シ
（the H

outhis

）、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（ISIS-

K
horasan

）、
タ
リ
バ
ン
を
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

な
お
、
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
で
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
ま
で
は
い
か
な
い
非
政
府
組
織
に
よ
る
信
教
の
自
由
侵
害
に
も
関
心
を
持
っ
て
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
等
に
お
い
て
、
極
右
勢
力
等
に
よ
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
動
き
や
、
墓
所
の
破
壊
等
の
ほ
か
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る（

（3
（

。

Ⅳ
．
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
対
す
る
批
判
と
応
答

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
制
定
以
来
、
そ
の
賛
否
を
巡
っ
て
米
国
内
で
激
し
い
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
。
詳
細
な
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
が
、
こ
こ

で
概
要
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
を
批
判
す
る
代
表
的
な
論
者
で
あ
る
、
国
際
法
学
者
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
（Johan D

. V
an der V

yver

）（
（3
（

は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
国
際
法
の
原
理
そ
れ
自
体
は
受
け
入
れ
な
い
米
国
の
他
国
の
判
断
に
対
す
る
「
独
善
的
感
覚
」
の
例
証
で
あ
る
。
大
統

領
に
米
国
の
国
益
に
基
づ
い
て
制
裁
の
延
期
を
可
能
に
す
る
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
柔
軟
性
は
、「
政
治
及
び
法
学
に
お
け
る
正
義
の
基
本
原
理
の
観

点
か
ら
極
め
て
疑
問
が
あ
る
。
…
…
法
的
に
見
れ
ば
、
執
行
機
関
の
望
み
に
よ
っ
て
、
…
…
宗
教
的
迫
害
は
罰
則
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
法
学
者
の
ダ
ン
シ
ン
（Peter D

anchin
）（

（4
（

は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
、「
政
治
的
に
脆
弱
な
法
を
形

成
し
、
人
権
問
題
を
濫
用
す
る
こ
と
で
、
米
国
の
外
交
政
策
に
人
権
の
不
合
理
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
作
り
出
し
た
」。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
「
国
際
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（
社
会
）
へ
の
参
加
と
協
力
の
失
敗
を
実
証
」
し
、「
間
接
的
に
、
合
衆
国
の
外
交
政
策
に
お
い
て
、
リ
ベ
ラ
ル
対
非
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
二

つ
の
陣
営
に
分
か
れ
た
国
際
秩
序
の
見
方
を
永
続
的
な
基
準
と
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
を
擁
護
す
る
見
解
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
や
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
ポ
ス
ト
を
経
験
し
た
学
者
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
初
期
に
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
と
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
ポ
ス
ト
を
経
験
し
た
ガ
ン
（Jerem

y Gunn

）（
（4
（

は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
政
治
的
利
益
の
み
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
好
意
的
な
米
国
の
活
動
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
キ
リ
ス

ト
教
グ
ル
ー
プ
を
救
済
す
る
た
め
に
他
の
信
者
グ
ル
ー
プ
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
信
教

の
自
由
を
頂
点
と
す
る
不
正
な
人
権
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
信
教
の
自
由
を
優
先
す
る
の
で

は
な
く
、「
そ
の
重
要
性
、
傷
つ
き
や
す
さ
、
こ
れ
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
た
権
利
で
あ
る
こ
と
」
を
強
調
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
指

摘
す
る
。
ま
た
、
ヘ
ル
ツ
ケ（

（4
（

は
、
信
教
の
自
由
侵
害
を
測
定
す
る
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
基
準
が
国
際
法
規
範
に
基
づ
く
か
ら
、
米
国
の
公
務
員
ら

は
「
我
々
の
価
値
観
」
を
他
国
に
課
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
、
正
統
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
点
、
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
お
い
て
も
、
信
教
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
や
米
国
独
自
の
基
準
で
は
な
く
、

国
際
基
準
（international standard

）
に
沿
っ
て
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
制
定
経
緯
（
Ⅰ
）、
基
本
的
な
仕
組
み
（
Ⅱ
）、
二
〇
一
六
年
の
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
に
よ
る
修
正
（
Ⅲ
）、
Ｉ
Ｒ
Ｆ

Ａ
に
対
す
る
代
表
的
な
批
判
と
そ
れ
へ
の
応
答
（
Ⅳ
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
基
づ
き
、
国
際
的
な
信
教
の
自
由
を
保
障
し

よ
う
と
す
る
米
国
の
取
り
組
み
は
、
米
国
に
お
い
て
宗
教
及
び
信
教
の
自
由
が
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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も
っ
と
も
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
制
定
過
程
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
を
め
ぐ
る
議
論
の
背
景
に
は
、
宗
教
保

守
を
中
心
と
し
た
様
々
な
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
の
修
正
経
緯
か
ら
、
米
国
が
ど
の
程
度
他
国
の
信
教

の
自
由
保
障
に
積
極
的
に
踏
み
込
む
べ
き
か
に
つ
い
て
、
議
会
内
で
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
二
〇
二
〇
年
六
月

二
日
の
大
統
領
命
令
に
お
い
て
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、こ
の
国
際
的
信
教
の
自
由
保
障
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
（
当

大
統
領
命
令
に
つ
い
て
は
資
料
③
を
参
照
）。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
退
陣
し
た
後
、バ
イ
デ
ン
政
権
に
よ
っ
て
米
国
に
よ
る
国
際
的
信
教
の
自

由
の
保
障
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
は
注
目
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
他
国
内
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、
国
際
機
関
や
多
国
間
の
枠
組
み
を
通
じ
た
是
正
を
促
す
よ

う
当
該
国
の
政
府
に
求
め
る
と
い
う
や
り
方
が
一
般
的
で
あ
り
、
米
国
の
よ
う
に
二
国
間
関
係
で
の
問
題
解
決
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

は（
（4
（

、
さ
ほ
ど
関
心
が
払
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
や
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
に
相
当
す
る
機
関
は
存
在
し
て
い

な
い
。
実
際
に
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
国
際
人
権
法
の
学
問
的
な
課
題
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
式
が
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
功
罪
に
つ
い
て
の
研
究
は
も
っ
と
な
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
文
化
庁
「
宗
教
法
人
等
の
運
営
に
係
る
調
査
（
海
外
の
宗
教
事
情
に
関
す
る
調
査
）」
に
係
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ⅰ
）	

大
阪
経
済
法
科
大
学
法
学
部
助
教

（
ⅱ
）	

獨
協
大
学
法
学
部
教
授

（
ⅲ
）	

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

（
1
）	

International R
eligious Freedom

 A
ct of 1998, Pub. L. N

o. 105-292, 
§2(b)(5), 112 Stat. 2787, 2790(1998)(codified at 22 

U
.S.C.A

. 

§6401).
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（
2
） 	

Frank R
. W

olf International R
eligious Freedom

 A
ct, Pub. L. N

o. 114-281, 130 Stat. 1426, 1426(2016)(codified at 22 
U

.S.C.A
. 

§6401).
（
3
）	

Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
七
日
に
国
務
省
本
省
で
行
い
、
東
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
班
分
析
官
（Program

 
A

nalyst, East A
sia and Pacific T

eam

）Leslie M
oorm

an

氏
、
報
告
書
編
集
担
当
官
（IRF Report Editor

）D
aniel M

errill

氏
ほ

か
一
名
に
協
力
し
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
4
）	

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
七
日
にCIRF

事
務
局
（
国
立
印
刷
局
ビ
ル
内
）
で
行
い
、
事
務
局
長

（Executive D
irector

）Erin Singshinsuk

氏
ほ
か
五
名
に
協
力
し
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
5
）	

P
A

SQ
U

A
LE  A

N
N

ICCH
IN

O , L
A

W  A
N

D  IN
T

ERN
A

T
IO

N
A

L  R
ELIGIO

U
S  F

REED
O

M  19-20 (2018). 

（
6
）	

See, CRS Report for Congress, T
he Jackson-V

anik A
m

endm
ent: A

 Survey (A
ugust 1, 2005).

（
7
）	

Jackson-V
anik ("freedom

-of-em
igration") am

endm
ent (Section 402) of the T

rade A
ct of 1974, P.L. 93-618; January 3, 

1975 (codified at 19 U
.S.C.A

. 

§ 2432).

（
8
）	

ジ
ャ
ク
ソ
ン
＝
バ
ニ
ク
修
正
条
項
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
よ
る
勝
利
で
あ
る
と
同
時
に
、
ソ
連
に
対
す
る
経
済
的
・
政
治
的
圧

力
を
維
持
し
た
外
交
政
策
上
の
成
功
で
も
あ
る
。
ヘ
ル
ツ
ケ
は
、
共
産
主
義
諸
国
の
反
体
制
派
や
そ
の
他
の
人
々
が
、
政
権
が
何
の
咎
め
も

な
く
「
少
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
摘
発
す
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
見
た
と
き
、
全
体
主
義
体
制
に
亀
裂
が
生
じ
始
め
た
と
評
し
て
い
る
。

A
LLEN  D

. H
ERT

ZK
E , F

REEIN
G  G

O
D

'S  C
H

ILD
REN  76 (2004).

（
9
）	

IRFA

の
制
定
経
緯
に
つ
い
て
は
、Robert C. Blitt, T

he W
olf A

ct A
m

endm
ents to the U

. S. International R
eligious Freedom

 
A

ct: Breakthrough of Breakdow
n, 4U

 PA
 J. L. &

 PU
B. A

ffairs 151 

（2019); T
. Jerem

y Gunn, A
 Prelim

inary R
esponse to 

Criticism
s of the International R

eligious Freedom
 A

ct of 1998, 2000 B. Y
. U

. L. REV
. 841 

（2000

） 

等
に
依
拠
し
た
。
ま
た
、

米
国
外
交
政
策
に
お
け
る
国
際
的
な
信
教
の
自
由
の
位
置
づ
け
の
詳
細
な
展
開
に
つ
い
て
は
、See, G

REGO
RIO  B

ET
T

IZA , F
IN

D
IN

G  F
A

IT
H  IN  

F
O

REIGN  P
O

LICY  

（2019).

（
10
）	

Em
ploym

ent D
ivision, D

epartm
ent of H

um
an Resources of O

regon v. Sm
ith, 494 U

.S. 872 

（1990). 

ス
ミ
ス
判
決
以
降
、
信
教

の
自
由
回
復
法
（Religious Freedom

 Restoration A
ct

）
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
小
林
祐
紀
「
信
教
の
自
由
と
司
法
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の
優
越
」
大
沢
秀
介
・
大
林
啓
吾
編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
の
物
語
』（
成
文
堂
、二
〇
一
四
年
）
五
九
七
頁
以
下
等
を
参
照
。
同
法
の
邦
訳
は
、

文
化
庁『
海
外
の
宗
教
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告
書　

資
料
編
５　

ア
メ
リ
カ
宗
教
関
係
法
令
集
』（
平
成
二
二
年
三
月
）八–

一
三
頁
を
参
照
。

（
11
）	

A
nnicchino, supra note 5, at 23.

（
12
）	

See Persecution of Christians W
orldw

ide: H
earing Before the Subcom

m
. on Int

’l O
perations and H

um
an R

ights of the 
Com

m
. on Int

’l R
elations of the H

ouse Subcom
m

. on Int

’l R
elations, 104th Cong. 

（1996); W
orldw

ide Persecution of 
Jew

s: H
earing Before the Subcom

m
. on Int

’l O
perations and H

um
an R

ights of the H
ouse Com

m
. on Int

’l R
elations, 

104th Cong. 

（1996).

（
13
）	

See S. Con. Res. 71, 104th Cong. 

（1996).

（
14
）	

See H
.R. Con. Res. 102, 104th Cong. 

（1996).

（
15
）	

H
.R. 1685, 105th Cong. 

（1997); S. 772, 105th Cong. 

（1997).

（
16
）	

W
illiam

 J. Clinton, 

“Statem
ent on Signing the International Religious Freedom

 A
ct of 1998

”, 27/10/1998, online: 
https://w

w
w

.presidency.ucsb.edu/node/225255. 

本
稿
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
最
終
閲
覧
日
は
全
て
二
〇
二
一
年
三
月
一
一

日
で
あ
る
。
署
名
声
明
の
憲
法
上
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
横
大
道
聡
「
大
統
領
の
憲
法
解
釈
―
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る Signing 

Statem
ents 

を
巡
る
論
争
を
中
心
に
」
研
究
論
文
集

−

教
育
系
・
文
系
の
九
州
地
区
国
立
大
学
連
携
論
文
集
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一

頁
以
下
を
参
照
。

（
17
）	

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
及
び
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
で
は
、「
議
会
の
認
識
（the sense of the Congress

）」
を
述
べ
る
と
い
う
形
式
で
、
法

的
拘
束
力
の
な
い
規
定
が
い
く
つ
か
置
か
れ
て
い
る
。

（
18
）	

Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
基
づ
く
。

（
19
）	

Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
基
づ
く
。

（
20
）	

Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
と
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
な
フ
ロ
ー
で
作
成
さ
れ
る
。
毎
年
一
月
に
在
外
の
ア

メ
リ
カ
大
使
館
が
担
当
す
る
国
家
に
つ
い
て
の
原
案
を
作
成
す
る
。
そ
の
際
、
外
国
政
府
職
員
や
宗
教
団
体
、
非
政
府
組
織
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
人
権
団
体
、
学
者
、
メ
デ
ィ
ア
等
か
ら
情
報
収
集
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
、
追
加
的
な
情
報
の
収
集
・
分
析
を
担
い
、
ま
た
、
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外
国
政
府
職
員
や
国
内
外
の
宗
教
団
体
、
非
政
府
組
織
、
多
国
間
・
国
際
機
関
、
地
域
機
関
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
学
術
的
専
門
家
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
指
導
者
、
そ
の
他
関
連
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
府
機
関
か
ら
の
助
言
を
促
す
こ
と
で
、
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
室
の
査
読

班
（reading team

）
が
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
三
版
ま
で
の
下
書
き
を
作
成
し
て
、
国
務
長
官
の
承
認
を
得
る
。
な
お
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次

報
告
書
の
日
本
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
在
日
米
国
大
使
館
の
Ｈ
Ｐ
で
邦
訳
版
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。online: https://jp.usem

bassy.
gov/ja/religious-freedom

-report-2019-ja/

（
21
）	

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
基
づ
く
。

（
22
）	

U
.S. C

O
M

M . O
N  IN

T
'L  R

ELIGIO
U

S  F
REED

O
M , R

ELIGIO
U

S  F
REED

O
M  IN  V

IET
N

A
M : A

SSESSIN
G  T

H
E CO

U
N

T
RY

 O
F  P

A
RT

ICU
LA
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